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１　今回の調査と調査地について（図１・２）

　今回の調査は、中野町二丁目に在る真宗大谷派正受寺の本堂建替え工事に先立つ発掘調査である。平成26

年５月19日に事前調査（トレンチ１・２）を行い、中近世の遺構と遺物を確認した。この結果を受け、建物

基礎工事範囲について平成26年６月16日～７月31日まで本調査を行うこととなった。

　調査地は石川による中位段丘の東縁部に位置し、西側は谷によって下がり、東側の段丘崖との間で舌状地

形となる。この舌状地形については「城ケ跡」・「城ケ西」などの小字名が残り、楠木正成によって築城さ

れた「中野古城」とする説もある。

　正受寺の開基については諸説あり、宝暦６年（1756）・明和２年（1765）・明和年間（1764～1772）など

と記載が異なる。一方で、本堂は明治に台風で倒壊したとされ、明治14年（1881）に出された再建願、明治

24年（1891）の再建、などの文書が残る注１）。

２　基本層序（図３、写真２）

　既存建物解体に伴う盛土（図３－１層）の直下層（４・16層など）は解体時の削平を大きく受けており、

場所により旧地層が残存する高さが異なる。調査区西壁北側では盛土直下に灰黄褐色粘質土層（16層）、そ

の直下は中世の瓦溜であるSK４埋土（19・20層）、地山（３層）となる。また、SK４の南端では16層の下に

中世の包含層である灰黄褐色粘質土層（12層）、褐灰色粘質土層（13層）、地山と続く。調査は４・16層の

上面で遺構検出を試みたが遺構検出が困難であったため、さらに掘り下げて地山直上で遺構検出を行った。

地山面の高さは調査地西側でT.P.＝55.1ｍ、東側でT.P.＝55.6ｍと約0.5ｍ西側へ向けて下がる。

３　調査成果

１）遺構（図３～５、写真１）

　遺構は複数時期を同一面で検出したため、全体平面図は出土遺物の年代を中心に、中世と近世で塗り分け

た（図３）。近世の遺構は調査区全域に及ぶが、中世の遺構は調査地西半分に集中する。

図２　調査区と事前調査トレンチ配置図図１　調査地位置図
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写真１　完掘状況（北より） 写真２　SK４断面・西壁断面（北東より）
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中世瓦が大量に出土し、文献では確認されて
いない寺院が近辺に建っていた可能性が高ま
った。

（８）、京焼灰釉碗（９）、関西系陶器掛分鉢（10）、軒丸瓦（12）、平瓦（13）、石製硯（14）を図化した。中

国製呉須赤絵花鳥文皿（６）は漳州窯産である。京焼灰釉碗（９）は外面高台際に「後朝日」の印が押され

る。「後朝日」とは再興朝日焼の事であると考えられるが、同一の刻印は確認できていない。刻印の書体の

類似点などから、朝日焼を再興した 8代の頃のもので、現段階では江戸時代に収まると考えたい注２）。関西

系陶器掛分鉢（10）は桃形鉢になると見られ、胎土は鉄分を多く含んだ赤茶色である。外面底部際に「末廣

山」の小判印が押され、類品から新宮焼とみられる。平瓦（13）は凹面にヘラ描きで「寛」の文字が記され

ており、元号を表現しているのであれば遺構の年代から、可能性としては「寛政、寛延、寛保」が挙げられ

る。石製硯（14）は流紋岩質凝灰岩製で伊予の虎間硯である。

４　まとめ

　今回の調査では須恵器が極少量出土したが、古墳時代や奈良時代の遺構はなく、時代的まとまりを見せる

のは 12 世紀からである。その後少し空けて 15 世紀代としては SK４出土の大量の瓦があり、近辺に瓦葺建物

があったことを示唆する。その瓦には古代瓦も含まれ、周辺の古代寺院との関連性も考えていく必要がある。

　正受寺については礎石など建物に直接関係する遺構はほとんど確認できなかった。しかし、文献による創

建時期である 18 世紀中頃の瓦は 19 世紀の瓦と共に多く出土しており、文献を後押しできるものと考えられ

る。ただ、繰り返しとなるが大型土坑は調査地の広範囲で検出され、本堂の位置が現在と似通った位置に建

っていた場合本堂の範囲と重なった位置で掘削することになる。その場合、本堂があっては掘削できないこ

とから、創建から 100 年ほどで本堂が無い状態があった可能性がある。一方で、文献に記された明治の台風

による本堂倒壊とでは出土遺物の年代が合わず、創建時の本堂の位置など再検討の余地が残る。　　

　このように、遺構も遺物も多く見つかった調査ではあったが、解決できない問題も多く残った。今後、新

たな文書資料がみつかれば、もう一度今回の資料と突き合わせて考える必要がある。

　最後に、本調査についてご協力いただきました正受寺の皆様をはじめ、関係者の方々には記して感謝申し

上げます。

注１）『郷土史の研究』南河内郡東部教育会編　大正 15（1926）年　他より
注２）「後朝日」・「末廣山」銘については、朝日焼十六世　松林豊斎氏、大手前大学教授　岡佳子氏、京都女子大学准教授　前崎信也
　　　氏にご教授を得た。記して感謝申し上げます。

印刷：株式会社コーワ二十一
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西壁　土色

１．盛土

２．7.5YR3/4暗褐色粘質土（焼土・炭を少量含む）

　　（SK180埋土）

３．10YR6/4にぶい黄橙色粘性砂質土（地山）

４．7.5YR3/3暗褐色粘質土（焼土・炭を含む）

５．10YR5/3にぶい黄褐色粘質土（粘性弱い）

６．10YR5/3にぶい黄褐色粘質土（石・瓦を多く含む）

７．10YR5/2灰黄褐色粘質土

８．10YR6/2灰黄褐色粘質土に10YR6/8明黄褐色粘質土

　　（地山に類似）が混じる

９．10YR4/2灰黄褐色粘質土に2.5YR6/8明黄褐色粘質土が

　　ブロック状に混じる（締まりなし、焼土を少量含む）

10．2.5Y5/2暗灰黄色粘質土

11．10YR4/2灰黄褐色粘質土

12．10YR4/2灰黄褐色粘質土(締まりなし)

13．10YR4/1褐灰色粘質土(締まりなし)

14．2.5Y5/2灰黄褐色粘質土

15．10YR4/2灰黄褐色粘質土

16．10YR5/2灰黄褐色粘質土に、2.5Y6/8明黄褐

   　 色粘質土がﾌﾞﾛｯｸ状に少量混じる。

17．2.5Y6/8明黄褐色粘性砂質土(SP7埋土)

18．10YR4/3にぶい黄褐色粘質土(SK3埋土)

19．10YR5/3にぶい黄褐色粘質土(SK4埋土)

20．10YR4/2灰黄褐色粘質土(SK4埋土)

21．2.5Y4/3オリーブ褐色粘質土

22．2.5Y4/2暗灰黄色粘質土

23．10YR6/8明黄褐色砂礫
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西壁断面図

　　　　　　　　　　　　　　　　　図３　全体平面図・西壁断面図
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図５　出土遺物
SK４(11・12）、SD６(１・２・５）、SK31(３・４）、SX37(13）、SX49(７・８）、SK182 上層（９・10）、SD181(６）、SK182（14）

図４　SK182・184　

a. 中世　

　中世は南北方向の溝が掘られる時期の後、その溝

の上から切り込む小穴や不定形土坑などで構成され

る。出土遺物の年代は偏りが見られ、12 世紀代と

15 世紀代に集中する。ただし、遺物の年代が混在す

る遺構が多く、12 世紀代の遺物のみ出土した遺構は

SK３や SD６（図５－１・２・５）と少ない。15 世紀

代の遺物が多く出土した遺構には大型土坑の SK４が

挙げられる。　

SK４　調査区北西隅で検出した土坑 SK４は西壁 12 層上面から切り込む、検出長 4.6ｍ、検出幅 1.6ｍ、深

さ 0.7ｍである（写真２）。埋土は２層に分かれ（図３－19・20 層）、下層から多量の瓦などが出土した（図

５－11・12）。規模や堆積状況から長期間開口しておらず、土採り穴の可能性がある。瓦葺建物の跡はなく、

近隣の建物に由来すると考えられる。出土遺物の年代から 15 世紀前半～中頃に廃棄されたとみられる。

b. 近世

　近世の遺構密度は北西部で希薄となるが、大部分は大型土坑（SK37・60・182 など）が占める。大型土坑

の深度は地山まで達し、土採り穴の可能性が高い。近世瓦（桟瓦含む）を含む出土遺物による埋没時期は 19

世紀前半～幕末である（図４）。遺物は近世初頭から幕末まで出土しているが、大型土坑掘削時に下層遺構を

攪乱したためか、同一遺構内で時代が混在して出土している場合が多い。特に 17 世紀代の遺物は一定量認め

られるものの、17 世紀代の遺物だけ出土した遺構は石積み遺構 SX49（図５－７・８）のみである。

　近世の正受寺の門が今と変わらない位置にあり（図２）、門のほぼ正面に本堂があったと考えると、本堂

は現位置と概ね変わらない。その本堂であった所の下に大型土坑を多数掘削しているのは、現本堂の位置が

空き地となった時期があることを示唆する。この大型土坑出土遺物には 18 世紀中～幕末と出土遺物に年代

幅がある。これは共伴の瓦にも言え、本瓦葺と桟瓦葺の瓦が混在して出土している。これらの大型土坑は先

の SK４と同様に長期間開口しておらず、土採り穴である可能性が高い。大型土坑のうち唯一異なるのは土坑

SK２で、焼土・焼土壁・炭化物が 16 世紀末～ 17 世紀初頭の遺物と共に大量に出土した。焼土壁の存在から

建物火災が想定されるが、焼土面の広がりなどは確認できなかった。

　　

２）遺物（図５）

　出土遺物は土師器皿（２）、瓦器碗（５）、瓦質土器擂鉢（11）、中国製白磁碗（１）、中国製青花皿（３）、

中国製呉須赤絵花鳥文皿（６）、瀬戸美濃焼天目碗（４）、肥前陶器砂目積灰釉皿（７）、肥前磁器染付碗

Y=-35775
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西壁　土色

１．盛土

２．7.5YR3/4暗褐色粘質土（焼土・炭を少量含む）

　　（SK180埋土）

３．10YR6/4にぶい黄橙色粘性砂質土（地山）

４．7.5YR3/3暗褐色粘質土（焼土・炭を含む）

５．10YR5/3にぶい黄褐色粘質土（粘性弱い）

６．10YR5/3にぶい黄褐色粘質土（石・瓦を多く含む）

７．10YR5/2灰黄褐色粘質土

８．10YR6/2灰黄褐色粘質土に10YR6/8明黄褐色粘質土

　　（地山に類似）が混じる

９．10YR4/2灰黄褐色粘質土に2.5YR6/8明黄褐色粘質土が

　　ブロック状に混じる（締まりなし、焼土を少量含む）

10．2.5Y5/2暗灰黄色粘質土

11．10YR4/2灰黄褐色粘質土

12．10YR4/2灰黄褐色粘質土(締まりなし)

13．10YR4/1褐灰色粘質土(締まりなし)

14．2.5Y5/2灰黄褐色粘質土

15．10YR4/2灰黄褐色粘質土

16．10YR5/2灰黄褐色粘質土に、2.5Y6/8明黄褐

   　 色粘質土がﾌ゙ ﾛｯｸ状に少量混じる。

17．2.5Y6/8明黄褐色粘性砂質土(SP7埋土)

18．10YR4/3にぶい黄褐色粘質土(SK3埋土)

19．10YR5/3にぶい黄褐色粘質土(SK4埋土)

20．10YR4/2灰黄褐色粘質土(SK4埋土)

21．2.5Y4/3オリーブ褐色粘質土

22．2.5Y4/2暗灰黄色粘質土

23．10YR6/8明黄褐色砂礫

S=1/80

0 4m

16

3

7
2

12

1

2

3

4
5
6

7 89 10
11

12

13
3

2 2

3

T.P.=55.7m
S

T.P.=55.7m
S

1
12

13

3

18

12

3

16

22

西壁断面図

　　　　　　　　　　　　　　　　　図３　全体平面図・西壁断面図
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１：解体時盛土 
２：7.5YR6/8だいだい色砂質土（盛土）
３：7.5YR5/6明褐色砂質土（盛土）
４：10YR4/2灰黄褐色粘質土（SK182埋土）
５：10YR4/1褐灰色粘質土（SK182埋土）
６：5Y4/1灰色粘質土（SK184埋土）
７・７´：SK173埋土
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図５　出土遺物
SK４(11・12）、SD６(１・２・５）、SK31(３・４）、SX37(13）、SX49(７・８）、SK182 上層（９・10）、SD181(６）、SK182（14）

図４　SK182・184　

a. 中世　

　中世は南北方向の溝が掘られる時期の後、その溝

の上から切り込む小穴や不定形土坑などで構成され

る。出土遺物の年代は偏りが見られ、12 世紀代と

15 世紀代に集中する。ただし、遺物の年代が混在す

る遺構が多く、12 世紀代の遺物のみ出土した遺構は

SK３や SD６（図５－１・２・５）と少ない。15 世紀

代の遺物が多く出土した遺構には大型土坑の SK４が

挙げられる。　

SK４　調査区北西隅で検出した土坑 SK４は西壁 12 層上面から切り込む、検出長 4.6ｍ、検出幅 1.6ｍ、深

さ 0.7ｍである（写真２）。埋土は２層に分かれ（図３－19・20 層）、下層から多量の瓦などが出土した（図

５－11・12）。規模や堆積状況から長期間開口しておらず、土採り穴の可能性がある。瓦葺建物の跡はなく、

近隣の建物に由来すると考えられる。出土遺物の年代から 15 世紀前半～中頃に廃棄されたとみられる。

b. 近世

　近世の遺構密度は北西部で希薄となるが、大部分は大型土坑（SK37・60・182 など）が占める。大型土坑

の深度は地山まで達し、土採り穴の可能性が高い。近世瓦（桟瓦含む）を含む出土遺物による埋没時期は 19

世紀前半～幕末である（図４）。遺物は近世初頭から幕末まで出土しているが、大型土坑掘削時に下層遺構を

攪乱したためか、同一遺構内で時代が混在して出土している場合が多い。特に 17 世紀代の遺物は一定量認め

られるものの、17 世紀代の遺物だけ出土した遺構は石積み遺構 SX49（図５－７・８）のみである。

　近世の正受寺の門が今と変わらない位置にあり（図２）、門のほぼ正面に本堂があったと考えると、本堂

は現位置と概ね変わらない。その本堂であった所の下に大型土坑を多数掘削しているのは、現本堂の位置が

空き地となった時期があることを示唆する。この大型土坑出土遺物には 18 世紀中～幕末と出土遺物に年代

幅がある。これは共伴の瓦にも言え、本瓦葺と桟瓦葺の瓦が混在して出土している。これらの大型土坑は先

の SK４と同様に長期間開口しておらず、土採り穴である可能性が高い。大型土坑のうち唯一異なるのは土坑

SK２で、焼土・焼土壁・炭化物が 16 世紀末～ 17 世紀初頭の遺物と共に大量に出土した。焼土壁の存在から

建物火災が想定されるが、焼土面の広がりなどは確認できなかった。

　　

２）遺物（図５）

　出土遺物は土師器皿（２）、瓦器碗（５）、瓦質土器擂鉢（11）、中国製白磁碗（１）、中国製青花皿（３）、

中国製呉須赤絵花鳥文皿（６）、瀬戸美濃焼天目碗（４）、肥前陶器砂目積灰釉皿（７）、肥前磁器染付碗

Y=-35775
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１　今回の調査と調査地について（図１・２）

　今回の調査は、中野町二丁目に在る真宗大谷派正受寺の本堂建替え工事に先立つ発掘調査である。平成26

年５月19日に事前調査（トレンチ１・２）を行い、中近世の遺構と遺物を確認した。この結果を受け、建物

基礎工事範囲について平成26年６月16日～７月31日まで本調査を行うこととなった。

　調査地は石川による中位段丘の東縁部に位置し、西側は谷によって下がり、東側の段丘崖との間で舌状地

形となる。この舌状地形については「城ケ跡」・「城ケ西」などの小字名が残り、楠木正成によって築城さ

れた「中野古城」とする説もある。

　正受寺の開基については諸説あり、宝暦６年（1756）・明和２年（1765）・明和年間（1764～1772）など

と記載が異なる。一方で、本堂は明治に台風で倒壊したとされ、明治14年（1881）に出された再建願、明治

24年（1891）の再建、などの文書が残る注１）。

２　基本層序（図３、写真２）

　既存建物解体に伴う盛土（図３－１層）の直下層（４・16層など）は解体時の削平を大きく受けており、

場所により旧地層が残存する高さが異なる。調査区西壁北側では盛土直下に灰黄褐色粘質土層（16層）、そ

の直下は中世の瓦溜であるSK４埋土（19・20層）、地山（３層）となる。また、SK４の南端では16層の下に

中世の包含層である灰黄褐色粘質土層（12層）、褐灰色粘質土層（13層）、地山と続く。調査は４・16層の

上面で遺構検出を試みたが遺構検出が困難であったため、さらに掘り下げて地山直上で遺構検出を行った。

地山面の高さは調査地西側でT.P.＝55.1ｍ、東側でT.P.＝55.6ｍと約0.5ｍ西側へ向けて下がる。

３　調査成果

１）遺構（図３～５、写真１）

　遺構は複数時期を同一面で検出したため、全体平面図は出土遺物の年代を中心に、中世と近世で塗り分け

た（図３）。近世の遺構は調査区全域に及ぶが、中世の遺構は調査地西半分に集中する。

図２　調査区と事前調査トレンチ配置図図１　調査地位置図

報　告　書　抄　録

写真１　完掘状況（北より） 写真２　SK４断面・西壁断面（北東より）
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中世瓦が大量に出土し、文献では確認されて
いない寺院が近辺に建っていた可能性が高ま
った。

（８）、京焼灰釉碗（９）、関西系陶器掛分鉢（10）、軒丸瓦（12）、平瓦（13）、石製硯（14）を図化した。中

国製呉須赤絵花鳥文皿（６）は漳州窯産である。京焼灰釉碗（９）は外面高台際に「後朝日」の印が押され

る。「後朝日」とは再興朝日焼の事であると考えられるが、同一の刻印は確認できていない。刻印の書体の

類似点などから、朝日焼を再興した 8代の頃のもので、現段階では江戸時代に収まると考えたい注２）。関西

系陶器掛分鉢（10）は桃形鉢になると見られ、胎土は鉄分を多く含んだ赤茶色である。外面底部際に「末廣

山」の小判印が押され、類品から新宮焼とみられる。平瓦（13）は凹面にヘラ描きで「寛」の文字が記され

ており、元号を表現しているのであれば遺構の年代から、可能性としては「寛政、寛延、寛保」が挙げられ

る。石製硯（14）は流紋岩質凝灰岩製で伊予の虎間硯である。

４　まとめ

　今回の調査では須恵器が極少量出土したが、古墳時代や奈良時代の遺構はなく、時代的まとまりを見せる

のは 12 世紀からである。その後少し空けて 15 世紀代としては SK４出土の大量の瓦があり、近辺に瓦葺建物

があったことを示唆する。その瓦には古代瓦も含まれ、周辺の古代寺院との関連性も考えていく必要がある。

　正受寺については礎石など建物に直接関係する遺構はほとんど確認できなかった。しかし、文献による創

建時期である 18 世紀中頃の瓦は 19 世紀の瓦と共に多く出土しており、文献を後押しできるものと考えられ

る。ただ、繰り返しとなるが大型土坑は調査地の広範囲で検出され、本堂の位置が現在と似通った位置に建

っていた場合本堂の範囲と重なった位置で掘削することになる。その場合、本堂があっては掘削できないこ

とから、創建から 100 年ほどで本堂が無い状態があった可能性がある。一方で、文献に記された明治の台風

による本堂倒壊とでは出土遺物の年代が合わず、創建時の本堂の位置など再検討の余地が残る。　　

　このように、遺構も遺物も多く見つかった調査ではあったが、解決できない問題も多く残った。今後、新

たな文書資料がみつかれば、もう一度今回の資料と突き合わせて考える必要がある。

　最後に、本調査についてご協力いただきました正受寺の皆様をはじめ、関係者の方々には記して感謝申し

上げます。

注１）『郷土史の研究』南河内郡東部教育会編　大正 15（1926）年　他より
注２）「後朝日」・「末廣山」銘については、朝日焼十六世　松林豊斎氏、大手前大学教授　岡佳子氏、京都女子大学准教授　前崎信也
　　　氏にご教授を得た。記して感謝申し上げます。

印刷：株式会社コーワ二十一
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